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高架水槽・
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その他
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住家被害認定調査票
（地震：非木造_第１次）

調査票
番　 号

該当あり

２㎝以上
かつ最大沈下量または最大露出量30㎝以上

平均値が４㎝以上
4cm以上

4cm未満で基礎ぐいを用いる住家

＊住家の外周壁の仕上部分とその下地部分

損害割合が45%以上の場合

■判定した住家の範囲（建物のうち居住の用に供されていると推定される
　 部分）が分かるように記載

該当

（注）「4傾斜」の平均値が2cm以上の場合、「あ」と「い」あるいは「う」と「え」のうち大きい値を損害割合とする。




